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リーに分類した。その結果、実習内容は、 1. 【病棟看護必要度の査定】、 2. 【看護管理部-の報告・相談】、 3. 【看護の実際を把握し
調整】、 4. 【医師・他部門との連携】、 5. 【スタッフの把握と支援】、 6. 【物品管理】、 7. 【権限の委譲】の7カテゴリーが抽出された。
実習についての学びについては、 1. 【講義を聞いて実際を理解】、 2. 【管理者に必要な能力】、 3. 【こんな師長の元で働きたい】、 4.











































































































































の査定】、 2. 【看護管理部-の報告・相談】、 3. 【看護
の実際を把握し調整】、 4. 【医師・他部門との連携】、 5.






要度の確認)、 ② 《入棟審査)、 ③ (ベッドコントロー







このカテゴリーには、 (重く目標管理)、 ② (患者のベ
ッドサイド訪室)、 ③ (患者・家族の不安や苦情-の対
応)、 ④ (患者・家族の不安や苦情の処理)、 ⑤ (医療
安全)には感染予防も含まれる。また⑥ (外来看護-





























解】、 2. 【管理者に必要な能力】、 3. 【こんな師長の元













ステムの構築)、 ② (目標管理と現状分析・評価)、 ③
(コスト意識)、 ④ (権限委譲と譲れない業務のさじ加
演)、 ⑤ (コミュニケーション能力)、 ⑥ (データ収集
と統計処理)のラベルがあり、 [管理者としての基本的
素養]は、 (重く幅広い知識)、 ② (人を尊重する)、 ③ (公





重)、 ④ (頑張っていることを褒める)、 ⑤ (ポジティ
ブなフィードバック)のラベルがあった。




これには、 (重くチーム-の信頼が大切)、 ② (チーム
医療の育成が必要分というラベルがあった。
(6). 【ベッドコントロールの重要性】
(力侶重症度、空床率を把握する)、 ② (高齢者、認知
症患者等はステーションの近くで観察する)があった。
7.考察
以上の結果から、 「総合看護学実習Ⅱ (看護管理)」
における実習内容と学生の学びを検討する。
1) 「百聞は一見に如かず」の学び
看護基礎教育における看護学実習の学習には、保健
師助産師看護師法に基づく「診療の補助」としての医
療行為技術と、 「療養上の世話」である看護過程の構成
要素としての日常生活の援助技術が重視されている。
今回、学生が学んだ「看護管理」は、有資格看護職
として長期間の経験と経験知を積んだエキスパートが
実施する役割業務である3)。従って、このような高度
な専門性を備えた役割を、学生が体験的に実習するこ
とは不可能である。しかし組織人としてのメンバーシ
ップは、どのような職業に就いても必要とされる役割
なので具体的に学んでおく必要があると考える。
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総合看護学(看護管理学)実習における実習内容と学生の学び
学生は、基礎看護学実習の後には、主に人間のライ
フステージに沿った対象(小児期、母性、成人期、老
年期)や精神的疾患を持った患者を受け持ち、個別性
を重視した看護過程に沿った実習を体験してきている。
しかし「管理実習」では、これまでの看護過程を基本
にしながら、集団としての看護実践に目を向けること
になる。そこで看護の対象に対する視座が個から集団
-と転換し、看護職者の勤務条件や業務役割、業務環
境等を支援することによって、個別な患者や家族を間
接的に看護する看護管理という新しい看護形態の存在
を把握したものと考える。それは、病院や病棟を看護
管理者の視点で有機的に観察できたことから、視野が
拡大したと考えられる。しかしすべての看護学実習に
おいて、このような見学実習が効果を得るとは限らな
い。 「看護管理」の職務は、新卒看護職から、丁寧に現
場の看護実践を積み上げて、知識・技術・人間性が充
分に備わり、多くの研鉾を得た看護職が担当しているO
従ってこれから新人になる学生にとって、 「看護管理」
は、充分に理解しておくべき要素であり、チーム医療
の中で、メンバーシップをとるべき立場を理解する実
習でもあるといえよう。従って意識的に看護管理を参
加観察し、看護管理者の考え方を学習することは、看
護過程を、より総合的な視点から捉える効果が得られ
たものと考える。 『看護覚え書』でF.ナイチンゲール
が指摘している4)ように、個々の看護実践を効果的に
行うには、 「看護管理」なしには不可能であり、その実
践を身体で感じ取る見学は、学内の講義や視聴覚教材、
演習等のどの教育方法よりも学習効果が高いと考える。
見学項目及び見学に対する学生の学びには、 「理論をよ
り具体化していた」 「特徴のある病棟や看護単位ごとに
工夫された看護管理がなされていた」等が見られた。
これは、実践現場の工夫と理論を学生が繋げているこ
とを示す。見学に先行した特別講義で学生が「看護管
理の要素」を学習したことが、実践をイメージしやす
くし、意識的に見学できたものと考えられる。
看護と同様、看護管理も人間の視覚等5感だけでは
観察し把握することが出来ない現象である。そのため、
観察ポイントとしての理論(特別講義)を事前学習し
た直後に、学生が意識的に見学したことが、 「百聞は一
見に如かず」の効果を得たものと推測される。
2)卒後に備える教育的効果
看護学生たちが、看護実践現場における看護の成立
を支える看護管理を4年次に学習することは、有意義
な体験と考える。なぜなら4年次は、学生が、看護学
の成果を集約し、自己の看護観を明確にして、卒業後
の人生の方向性を定めていく重要な時期となるからで
ある。看護学生は、自己の将来の進路について、資料
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や先輩等からのアドバイスを受けていると思われる。
この情幸田こ加え、実習として、熟練した看護の役割モ
デルを見学し、直接指導を受ける機会を設定したこと
は、学生にとって、看護を直接実施する体験と同様に、
興味や関心を高める体験となったと考える。
3)今後の実習指導について
今回の「看護管理」実習は、 1単位であった。この
ような「看護管理」や「夜間実習」等の実習は、平成
21年度から開始された新カリキュラムの構想では、新
人看護職の看護実践能力の向上を高めるために望まし
い実習とされ、単位数が2単位に増えた。今回の調査
から、学生は短期間でも充実した学びを得ている。従
って今後は、複数の教員のチームで検討を進め、現行
1単位の「看護管理」のエッセンスを踏襲し、更に多
様な看護活動を体験的に学習できる2単位のプログラ
ムを企画していくことが必要と考える。
例えば、準夜勤の学習を取り入れて看護の継続性を
学習すること、複数患者の同時受け持ち、看護管理の
種類と役割(チームリーダー、看護師長・看護副師長、
看護部長・看護副部長等)を学ぶこと5)等である。
また助産看護学実習では、夜勤の中で出産前後の看
護を行うことが多いので、助産学実習の中で、看護管
理を含めた実習をすることも一案と考える。
8.おわりに
看護学生の記録には、貴重な学生の体験の事実とそ
の思いが記載されていた。今後も、このような学生の
意見や学びを明確にして、それらの成果を、継続して
次の学生に伝えたいと考える。また、このような実習
成果を、学生が卒業後の看護に役立てていくことを期
待している。
誘活字
調査に協力してくれた学生の皆様及びご指導いただ
いた病院の管理者の皆様に、心から感謝申し上げます。
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